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，成果の内容

1)技術、情報の内容及び特徴

なすやトマトの育苗は、多くの労力と時間を要するために育苗の分

業化が進められている。セル成型苗の大量育苗では、揃いの良い苗を

効率的に育成する必要があるが、均一な苗を育成するために必要な発

芽促進法を明らかにした。

（１）種子は、リン酸三カリウム（K3PO4）１．５％溶液と硝酸カリウム（KNO3）１

％溶液を容積比で等量混合した液に、通気をしながら浸・潰し、処理後

水洗をした後、通風乾燥して播種すると著しく発芽が促進される。

（２）なす「Ｔ-103」の種子は、Ｋ３ＰＯ４とKNO3の混合液に､２０℃で６日間浸漬

処理して使用すると発芽が促進される。

（３）トマト「ﾊｳｽ桃太郎」の種子は、K3PO4とKNO3の混合液に、１５℃で３日

間浸潰処理して使用すると発芽が促進される。
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4)成果の利活用●普及指導上の留意点．

（１）Ｋ３ＰＯ４とＫＮＯ３混合液浸漬後は、種子を良く水洗いし、十分に乾燥して

から播種する。

（２）他の品目や品種によっては、処理濃度や温度及び浸漬時間を調整す

、

2)技術・情報の適応効果

育苗日数を短縮し､て、揃いの良い苗を育成することができる。

3）適用範囲

共同育苗施設で活用する。
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－８８－

研究成果情報
査
云園 ４ 野菜 栽培

新技術・情報名 塩類溶液浸漬による、なすとトマト
の発芽促進法

分類 ①



２具体的データ

３

積処理
F1

LI

播 種後日数

１日２３４５６７８９１０

無処理0％000000３５５９１

GA100ｐｐｍ１日間００００００１３１７６９６

GA100ppm２日間０００００Ｏ３２６５６９７

Ｋ３ＰＯ４＋ＫN０３２０℃５日間００．０００１４８９５９７９８

K3PO4＋KN０３２０℃６日間00000２６０９８９８９８

K負Ｐｏｄ＋KNO３２０℃７日間ＯＯＯＯＯ１２６７９８９８９８

注）ＧＡはシ・・ﾍ゙ ､ﾚﾘﾝ水溶液

の種子浸漬処理と発芽率@ 魂太即

無 処理

K3PO4＋KN０３１０℃３日間

K3PO4＋ＫN０３１０℃４日間

K3PO4＋KN０３１５℃３日間

KgPO4＋KNOg１５℃４日間

１日２３４５６－７８

0％０００５８８１９２９５

００００５１９０９０９０

０００４７８１９０９２９２

０００７１８８９８９８９８

０００７２８９８９８９８９
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